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１． ひろさき援農プロジェクト全体概要

農業の振興、関係人口の創出・拡大に向けた取組

¥5,000,000×2件×2年間（2023年～2024年）

（プロジェクト概要）
全国からりんご収穫ボランティアの参加者を募り、弘前市内のり
んご農家のもとで１日 従事していただくツアーを企画・運営する
事業。 また、ツアーの前後に観光滞在できるよう宿泊助成を行
い、農業と観光の連携により 関係人口の増加も図る。

JTBが3者の思い、ニーズを相互につなげて援農プロジェ
クトをプロデュース ※ダイヤモンドオンラインより抜粋

ひろさき援農プロジェクトは弘前市、ニッカウヰスキー、アサヒ
ビールの3者の思いやニーズを繋ぎ合わせ、JTBを含めた4者のア
セット（技術やビジネスネットワーク、農家とのネットワークなど）を
生かした共創事業として、JTBがプロデュース。
「プロジェクトの主眼はりんご農家の人手不足の解消にありますが、
民間企業の力を借りることで、企業版ふるさと納税の増大や弘前り
んごブランドの価値向上、農業と観光の連携による関係人口の増大
なども目指しました」と弘前市の澁谷はプロジェクトの意義を説明
する。

ひろさき援農プロジェクトでは、財源としてニッカウヰスキーやア
サヒビールによる企業版ふるさと納税として使われる構造になって
いる。また、JTBでは企画構想から、企業と自治体の折衝窓口、ボラ
ンティアツアーの企画、オペレーションまでを担当している。
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2. ひろさき援農プロジェクトにおけるJTBの役割

農業の振興、関係人口の創出・拡大に向けた取組
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ハイヤー手配

行程の移動は全てハイヤー対応

08:00 弘前駅集合

09:00 収穫作業

12:00 昼食

13:00 収穫作業

15:30 解散

■行程 ■特徴

備品・ノベルティの用意

雨合羽・長靴・手袋・タオル・シードル etc

宿泊補助

１泊/3,000円（お1人様２泊まで適用）

4. 援農ボランティアツアー（内容）
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5. ひろさき縁農サポーター認定制度

第２号 アサヒビール(株)

認定証授与式の様子

第１号 ニッカウヰスキー(株)

援農活動に取り組む企業等をサポーター認定

農業を起点に企業等との持続的な関係（縁）を構築
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7. 援農ボランティアツアーのスキーム※初期提案の抜粋

SNSを駆使した効果的な情報発信（ツアーの魅⼒を伝える動画作成）
ｖｃ

事前施策 （⼈流の契機を創る魅⼒的な企画準備＋SNS含めた告知+集客）

訪弘・援農ツアー体験

滞在延伸 周遊

コミュニケーション
（地域⽣産農家様との交流）

オプショナルツアーによる
弘前の魅⼒を満喫体験

●新聞・TV・通信社等のメディアへのプレスリリース
●Youtube インスタ X 等のSNSでの定期的な情報発信（投稿・広告PR）

魅⼒の再発⾒
新たな観光コンテンツ

地域理解、関係⼈⼝への機運醸成

援農ツアー実施

2024年8月上旬～9月 2024年10月～11月 2024年12月～

参加者募集・問い合わせ・相談（常駐スタッフによる専⽤デスク開設）
●援農ツアー特設サイト作成 ●専⽤デスク開設（常駐スタッフ）
●⻘森県・弘前市への問い合わせ対応 ●参加者エントリー集約
●オプショナルツアー受付 ●各種書類発送

農業・観光⽀援

ツアー満⾜度
参加者エンゲージメント

向上

弘前ファンの拡⼤
企業

新たな
コミュニケーション
ネットワーク形成

継続した弘前への訪問
援農参加リピーターの

創出

個⼈

ツアー中取材 次回に向けたプロモーション
ダイジェスト動画配信ツアー振り返り参加者にむけた

農作業解説動画
募集締め切り前

SNS投稿
オプショナルツアー

紹介SNS投稿
ツアー募集
SNS投稿

定期的かつ連続性のあるコンテンツ配信（投稿・動画）

援農ツアー参加⾒込み客（幅広い世代にアプローチ）
●個⼈参加者 ●組織募集（企業、組織団体）
●学⽣ 学校（域内）⼤学/短⼤/専⾨学校 ※学⽣も対象へ

様々なチャネルを活⽤したツアー募集告知
●ステークホルダーのWEB等媒体での告知
●パンフレット・チラシ・ポスター制作 ●募集の営業活動
●関係各所へのポスター・チラシ配布・掲出（ホテル・飲⾷店・観光拠点）

受入れ農家さん調整【継続・新規】【×職業案内所、×弘前市農政課】・折衝

ツアー造成・観光プラン企画【×観光事業者、×弘前市観光課】・折衝 弘前の魅力体感・理解促進

農家さんとの交流・援農実施 継続した事業支援と

課題解決・取り組みの

拡大に向けた協議

農業

観光

援農後コミュニケーション
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8. メディア掲載例【現代ビジネス メディア】
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9. メディア掲載例【ダイヤモンド オンライン】
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■参加者（居住地別）

県外
204名

70％

県内
87名

30％

■実績

10月～11月のうち５日間
（10/15、10/22、10/29、11/4、11/12）

開催時期

りんご収穫主な作業

9：00～15：30作業時間

29名受入農家

282名

※一般参加者：74名
企業参加者：208名
（参画企業数36社、うち22社が令和5

年新規参画）
※継続率参画率100%

参加者

■参加者（宿泊者数）

219名

（75%）

72名

25%
宿泊あり

宿泊なし

APPENDIX）令和５年度 援農ボランティアツアー（実績）
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・農園の皆さんが親切で楽しく作業できた。

・ご縁を大事にしたい。

・ツアーをきっかけに初めて弘前を訪れ、観光も楽しめた。

・また参加したい、事業を継続してほしい。

・この作業を毎日やるのは大変だと思った。

・りんごのことを知ってもらえて良かった。

・他県、他産業の人と関わることでいい刺激になった。

・弘前りんごをPRできる良い事業だと思う。

・援農ボランティアを継続してほしい。

・悪天候でも頑張ってくれて嬉しかった。

■受入農家からの声

■参加者からの声

APPENDIX）令和５年度 援農ボランティアツアー（関係者の声）


